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一 

 

「
嗚
呼
、
今
年
度
も
早
や
半
年
が
過
ぎ
て
し
ま
っ
た
。
」 

と
い
う
思
い
が
十
月
の
一
日
、
早
朝
に
出
勤
し
、
事
務
室
の
窓
を
開
け
換
気
が
終
わ
っ
た
後
、
事
務
椅
子
に
座
っ
て
正
面
の

壁
に
掛
け
て
あ
る
絵
に
向
か
い
合
っ
た
時
に
、
呻
き
と
も
溜
息
と
も
分
か
ら
な
い
が
、
不
思
議
と
自
然
に
口
か
ら
と
言
う

か
、
喉
か
ら
と
言
う
か
、
身
体
全
体
か
ら
と
言
う
か
湧
い
て
く
る
。 

 

そ
ん
な
事
で
は
い
け
な
い
と
ば
か
り
に
、
今
度
は
椅
子
を
ぐ
る
り
と
回
転
さ
せ
、
反
対
側
の
窓
か
ら
、
も
う
明
け
き
っ
て

い
る
青
空
や
白
い
雲
と
対
面
し
な
が
ら
、
一
人
で
、
上
半
期
の
思
い
出
を
振
り
返
っ
て
み
る
。 

 

楽
し
い
こ
と
、
皆
で
笑
っ
た
こ
と
も
多
か
っ
た
な
と
思
う
反
面
、
困
っ
た
り
悩
ん
だ
り
し
た
こ
と
も
浮
か
ん
で
く
る
。 

 

特
に
、
父
の
想
い
や
そ
の
想
い
を
必
死
に
な
っ
て
支
え
て
い
た
母
の
想
い
か
ら
外
れ
て
、
一
人
勝
手
に
苦
渋
の
決
断
を
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
時
に
は
、
ま
た
、
苦
い
胃
液
が
上
が
っ
て
き
て
今
夜
も
眠
れ
な
い
か
な
と
思
う
。
自
分
の
弱
さ

と
、
皆
へ
の
申
し
訳
な
さ
で
い
っ
ぱ
い
の
時
も
度
々
あ
っ
た
。 

 

顧
問
だ
っ
た
兄
か
ら
も
よ
く
叱
ら
れ
た
も
の
だ
が
、
そ
れ
は
、
た
だ
の
一
点
、
毎
回
同
じ
こ
と
ば
か
り
で
あ
っ
た
。 

 

そ
れ
は
、
理
事
長
と
し
て
の
す
る
仕
事
は
何
な
の
か
、
と
い
う
事
だ
っ
た
。 

 

利
用
者
の
し
あ
わ
せ
、
職
員
の
し
あ
わ
せ
、
地
域
の
し
あ
わ
せ
、
法
人
の
し
あ
わ
せ
、
そ
し
て
、
施
設
・
事
業
所
の
し
あ

わ
せ
と
は
何
か
を
問
わ
れ
て
い
る
の
だ
が
、
そ
れ
に
と
ど
ま
ら
ず
、
本
当

に
そ
れ
を
実
行
し
て
い
く
覚
悟
、
何
が
何
で
も
達
成
さ
せ
る
覚
悟
が
あ
る

か
で
あ
る
。 

 

本
当
は
、
絶
対
に
右
と
決
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
だ
が
、
変
な
し
が

ら
み
や
見
栄
、
言
い
争
う
の
が
嫌
な
だ
け
で
左
と
言
っ
て
し
ま
う
弱
さ
。

本
当
は
こ
の
言
い
争
い
を
し
、
自
分
の
想
い
を
わ
か
っ
て
も
ら
わ
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
の
だ
が
、
こ
れ
で
は
三
年
事
業
、
十
年
事
業
、
そ
し
て
百
年

事
業
と
大
口
を
た
た
い
て
い
る
の
に
、
な
ん
と
恥
ず
か
し
い
こ
と
か
と
、 

そ
れ
が
理
事
長
と
し
て
の
本
当
の
仕
事
な
の
だ
ろ
う
。 

 

窓
を
開
け
る
と
、
十
月
の
さ
わ
や
か
な
風
が
頬
を
よ
ぎ
っ
て
い
く
。 

 

目
を
閉
じ
る
と
父
や
母
、
兄
や
私
の
名
親
の
清
水
先
生
の
顔
が
よ
ぎ

る
。 

 

も
う
長
く
な
い
年
月
を
初
心
に
帰
り
、
歩
ん
で
い
く
こ
と
を
誓
う
。 
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 高等小学校を卒業し、15歳で母方の実家
が鍛冶屋であった為手伝っていた。いつの
頃か鎌職人になり生計を立てていた。 
 戦争で2年間中国に行き、死線をくぐり生
きて帰ってこれた幸せ者です。 
 ９９歳の去年までは鎌作りの仕事も続け、
自炊もしていた。 

職員による歌謡ショー(デイ・センター) 

 ご利用者は爆笑の連続。 
 大トリに詰襟姿の舟木一夫の高校三年生が登場
すると目をキラキラさせながら、青春の頃を思い出
し大きな声で一緒に歌われていました。 
「若い人みたら元気出るわ！」 

岩﨑勉様 １００歳人生ご紹介 (訪問入浴) 

二 

 4年振りに 
レ イ ン ボ ー
ホ ー ル で、養
護・特 定 養 護
合同での敬老会式典が行われました。 
 養護・特定養護の男女最高齢者の発表とお祝い。 
中でも102歳を迎えられた女性最高齢者木下タツ
ヱ様は、ご自身の足で舞台に上がられ背筋も伸びた
このお姿。 
 職員代表の祝辞、職員手作りのメッセージカードの
紹介。皆様に紅白のおまんじゅうをお渡しし、温かい
敬老会のお祝いができました。 

養護・特定養護 

特養 

デイ・センター 

今までの人生で
一番よかった事
はとの質問に、 
はにかみながら
も「主人と出会

え た 事 で す。」

と照れながら教
えてくださいまし
た。 

祝 それぞれの 敬老会 

 104歳から96歳までの9名の長寿者の方に表
彰状と手作りメダルの贈呈を行いました。 
 ご利用者・職員でお祝いし、にこやかな笑顔で
喜ばれていました。 
これからも健やかに歳を重ねて頂きたいです。 

横綱 104歳！ 有馬よし子様 

100歳！ 増井多恵子様 

102歳！ 木下タツヱ様 

 夫婦で旅行するのが楽しみだった。 
嫁さんが写真好きで整理しきれないほどの写
真がある。海外にも出掛けナイアガラの滝やオ
ペラハウス、コアラを抱っこしたり、羊の肉のお
いしかったことなどが印象に残っている。 
海外は「サンキュウベリーマッチ」だけで通した
と笑う。  

 健康・長生きの秘訣はテレビ体操を見なが
ら毎日体操を続けること。お世話してくださる
方々に感謝をすること。社会の動きに関心を
持つこと。 
 食事は現在も自身で摂られ、120歳まで長
生きすることを目標にしていると話してくださ
いました。 

東京のバスガール   
         コロムビア・ローズ 
大阪ラプソディー 
         海原千里・万里 
いつでも夢を     
         橋幸夫・吉永小百合 
ガード下の靴みがき  
         宮城まり子 
高校三年生    
          舟木一夫       



 

 

「私の鶴林園」 
              

   

 和菓子職人の「次は何を作りましょうか？」の
声に「バラ！」「ききょう！」「花火！」「コス

モス！」等それぞれリクエストされていました。 

 平成16年5月から特養看護師としてお世話にな
り、早くも19年の月日が流れました。 
 医師が常駐していない事により、瞬時に医療的判
断を任される責任の重さを日々感じています。 
 「老人ホーム」という優しい響きに魅せられ入職し
たものの、入職当初は病院勤務とのｷﾞｬｯﾌﾟが大き
く、また医師の指示の下で働いていた頃が恋しく思
う時期もありました。 
 そんな時にショートステイ担当看護師を命じられ、
ご利用者をはじめご家族、各々事業所のケアマ
ネージャーと交流を持たせて頂く事になり、少しず
つですがやり甲斐と自信につながっていきました。   
 幾多の壁にもぶつかりましたが、この数年間は私
の大きな原動力となり現在につながっているのだと
大変感謝しています。 
 また19年間の間には多くのご利用者との出逢い
と別れを経験しました。御名前を聞けばすぐエピ
ソードが思い出せる程、どなたも印象に残る方ばか
りでした。 
 誰にも「老い」は必ず来ます。誰もが「自分もいつ
か通る道」である事を理解し、諸事情を抱え入所
せざるを得なかったご利用者の思いに寄り添いな
がらお世話させて頂く事が大切であると思います。 
 私のモットーとする「利用者様に1日たとえ1つで
も今日は嬉しい事、楽しい事があったと思って頂く」
為に 微力ではありますがこれからも頑張っていき
たいと思います。  

豪華な和菓子ショー(デイ・センター) 

特別養護老人ホーム 
主任看護職員  松浦 美佐子 

ホームヘルプ 

三 

 敬老の日のプレゼントをお渡しすると
「ええタオルやな」と、とても気に入って
絵が見えるように掛けて使ってくださって
います。 
 圧迫骨折をされたそうですが「リハビリ
に行って自分でできることはできるだけ
自分でするように頑張っています」「家族
や人と話すのが何よりの楽しみ」と言わ
れていました。 

“いつまでもお元気で！ ” 

思わず写真をパチリ！ 

 みんなで千羽鶴を折
り、加古川市の平和記
念展に寄贈するため
市職員の方に手渡し
ました。 

 佐々木先生からご寄贈い
た だ い た 本、本 棚、テ ー ブ
ル、椅子等でこの度素敵な
図書室をオープンすること
ができました。 
 ありがとうございました！ 
 何よりのプレゼントです！ 

私たちも地域貢献ができました(デイ・センター) 

 裁縫の上手なご利
用者が縫った雑巾を
市立こども療育セン
ターに寄贈しました。 

 阪神淡路大震災直後から
ずっと、ご利用者や職員が
「少しでも元気が出るよう
に、笑顔になれるように」と支
え続けてくださった佐々木先
生ご夫妻をみんなに紹介し、
先生には感謝状を、奥様に
はお二人の似顔絵をお渡し
することができました。 

佐々木先生ご夫妻へ感謝状の贈呈 

図書室ができました 



 

 

 毎週火曜日・金曜日 ティータイム  
 毎週水曜日  書道クラブ 
 毎週金曜日   移動スーパー 
             生き生き体操 

  毎週日曜日   出張理美容 

編
集
後
記 

養 護 

 特定養護 

デイ・センター 

特 養 

衣類販売 
ふれあいタイム 
志方秋祭り 神輿巡行 
祝膳の日・10月生まれ誕生会 
映画鑑賞会(３階) 
コスモスドライブ 
映画鑑賞会(２階) 
映画鑑賞会(４階) 
創立者を偲ぶ会 

 

２日(月) 
４日(水) 
５日(木) 
８日(日) 

10日(火) 
１１日(水) 

 
１９日(木) 
２５日(水) 
27日(金) 
30日(月) 

 10月のお楽しみ 

ふれあいタイム 
衣類販売 
買い物ツアー 
志方秋祭り  神輿巡行 
買い物ツアー 
祝膳の日・１０月生まれ誕生会 
買い物ツアー 
買い物ツアー 
ときめき講座 
お楽しみティータイム 
創立者を偲ぶ会 
映画鑑賞会 

特別なお食事会 粥寿司 
喫茶(3階) 
志方秋祭り 神輿巡行 
祝膳の日 
喫茶(2階) 
誕生パーティー 
喫茶(3階) 
お寿司の日 
喫茶(2階) 
創立者を偲ぶ会 

毎週月曜日・火曜日・ 
      木曜日・金曜日 足浴 
毎週水曜日  手浴 
毎週土曜日・日曜日   
             レクリエーション 
毎週日曜日  出張理美容 

4日(水) 
 

８日(日) 
１１日(水) 
１６日(月) 
１８日(水) 
２３日(月) 
２７日(金) 
30日(月) 

毎週火曜日・金曜日  ティータイム 
第1・3火曜日  移動スーパー 
第2・4木曜日   書道クラブ 
毎週日曜日    出張理美容 

4日(水) 
７日(土) 
８日(日) 

１１日(水) 
14日(土) 
１８日(水) 
２１日(土) 
２５日(水) 
２８日(土) 
30日(月) 

 

「
今
年
の
夏
の
暑
さ
は
こ
た
え
た
！
」
と
思
わ
れ
て
い
る
方

も
い
ら
っ
し
ゃ
る
の
で
は
な
い
か
と
案
じ
て
い
ま
す
。 

 

人
間
だ
け
で
な
く
、
動
物
園
の
動
物
達
や
乳
牛
が
暑
さ
で

ぐ
っ
た
り
し
て
い
る
の
を
テ
レ
ビ
で
何
度
か
報
道
し
て
い
ま
し

た
。
蚊
が
少
な
か
っ
た
の
は
あ
り
が
た
か
っ
た
の
で
す
が
、
昆

虫
も
こ
た
え
て
い
る
の
で
し
ょ
う
。 

 

例
年
と
変
わ
ら
な
い
の
は
暮
れ
る
時
間
が
日
に
日
に
早
く
な

る
こ
と
。
や
は
り
季
節
が
変
わ
っ
て
き
た
の
を
感
じ
ま
す
。 

 

さ
あ
、
一
日
も
早
く
疲
労
回
復
！ 

 

す
が
す
が
し
い
秋
を
楽
し
み
ま
し
ょ
う
！ 

(

典)
 

四 


